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幼児教育・保育の無償化について 

10 月 1 日より、消費税 10％への変更に伴い幼

稚園、保育園の保育料の無償化が始まった。そ

こで以下伺う。 

問 幼稚園について上限 25,700 円とのことだ

が、それ以上の園はあるか。超過分はどうな

るのか。 

答 １園あります。超えた分は保護者負担です。 

問 預かり保育について「保育の必要性の認定」

が必要とのことだが、 

答 「保育の必要性の認定」が受けられない方

は無償化の対象ではない。 

問 保育園での保育料の上限はないのか。 

答 3 歳クラス以上の利用については所得に関 

係なく無料になります。 

問 給食費はいくらになるか。 

答 5 千円から 7千円です。 

公立は 5千円。                  

問 財政面ではどう変わるか。   

答 幼稚園、保育園とも市の 

負担は軽減される見込みです。 

  
 

台風１５号・１９号ともに、今までにない瞬間最大風速５７．５ｍが吹くなど、倒木や電線の切

断により長期の停電と屋根の被害が多く発生しました。 

今回の教訓で各自の防災意識も向上しました。共助・公助の面からも、更なる防災・減災対策の

推進に取り組んでまいります。 

 

 

 

公明党が以前より提案してきた、デマン

ド型乗り合いタクシーの試行・実証実験が

さつきが丘自治会で始まった。地域、タク

シー事業者、及び四街道市の３者が協働し

ながらの取組となる。 

 
 
 
 
 
 
市はタクシー会社に委託し、予約があっ

た利用者の自宅から目的地(区域指定)を利

用者乗り合いで運行。ドアツウドア方式。 
運行経費は 1 運行当たり 1500 円とし、

運賃(一人当たり 400 円)を引いた残りをさ

つきが丘協議会と市（予算の範囲内）で負

担。半年間の試行運行、その後実証運行 1
年。その結果で今後市内全域の運行を検討

の予定。今回の試行、実証の運行を見守っ

ていきたい。 
 

 

被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。

早期の復旧・復興をお祈り申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

歳入増の主なもの・・市税 1億円増（0.9％増）、地方消費税交付金 1億 3千万円増（9.7％増） 

歳出増の主なもの・・民生費 3億 7千万円増（3.3％増）12 年連続増、 

土木費 1億 5千万円増（8.3％増）3.3.1 号線工事費。 

経常収支比率は・・・96.4％、前年より 1.0 ポイント改善。 

しかし、経常的経費の増加は依然として続いており、更なる経常経費の見直しや歳入の向上を図る

取組が求められる。また今後大型事業が予定されており更なる緊縮財政が予想される。 

 

 

 

 

 

◆H17 年 4 月からの市営住宅家賃算定ミスが発覚し、過大徴収は 10 年間遡って返還し、過少徴

収について 5年間遡って納入をお願いするという。過少徴収分の消滅時効期間の約 2,600 万円を債

権放棄する議案が提案され、全員賛成で可決。直後に、「直近 5 年分約 2,700 万円も債権放棄」と

の議員発議が出され、賛成多数（11-8 退席 1）でこれも可決。福祉的目的の市営住宅において市の

ミスが原因で過重な負担を強いることは、許される行為ではない。とのことで公明党も賛成した。 

◆また、『不適正な事務執行に伴う損失補填』として、全職員の地域手当を１％、2 年半にわた

って削減し、7,500 万円分(子供ルーム約 2,200 万円、市営住宅で約 5,300 万円)を補填しようとの

議案が出されたが、反対多数（4-16）で否決。公明党も全職員から補填するのは如何なものか。ま

た今後の前例になりはしないかとのことで反対。しかし、「損失補填の方法の再検討を！」との決

議案が出され、賛成多数で採択された。 
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◆ 防災行政無線 情報サービス 

人口 94,727 人（+88）世帯数 41,477 世帯 

高齢化率 28.5％（+0.1％） 

後期高齢化率 14.2％（+0.1％） 

【R1.9.1 現在 （R1.7.1 比）】 

 

12 月議会の予定 

11 月 25 日（月） 開会   

12 月 5 日（木）～12 日（木）一般質問 

12 月 17 日(火) 閉会 

 市営住宅家賃算定ミス＆不適正な事務執行に伴う損失補填 

0120-972-302 

◆ メールで災害・気象情報等受信

e-yomail@xpressmail.jp 

に空メールを送って登録！(よめーる) 

 平成３０年度一般会計歳入歳出決算報告 


